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課 題 名 流域内の多様な立地における土砂管理に向けた土砂動態のプロセス解明 

参 画 者 
＊４名以上の場合

は備考欄に記載 

1 氏名: 山川陽祐 所属: 山岳科学センター 職名: 助教 
2 氏名: 大澤 光 所属: 山岳科学センター 職名:  助教 
3 氏名: 田中健太 所属: 生命環境系 職名: 准教授 

山岳科学センターの機

能 強 化 へ の 貢 献 

本プロジェクトで検討する「土砂管理」は山地上流部から海洋へかけて流域全体

を通じた課題であり，また，（水・土砂）災害に直結し得る課題である。この重要

な課題について，MSC 内における研究体制基盤および外部の幅広い研究者との研

究ネットワークを構築するとともに，大型外部資金の獲得へ向けた有効な布石とす

ることを狙う。 

研究・事業の目的 

本プロジェクトでは，上述の流域を通じた土砂動態・土砂管理の課題のうち，特

に（1）中山間地における荒廃した（大規模崩壊地を抱えた）土砂生産の活発な地

域における土砂動態，および（2）下流に冠水被害等を生じさせている広大な農耕

地からの土砂流出，についてその実態を解明し，流域における適切な土砂管理対策

への知見とすることを目的とする。 

研 究 ・ 事 業 
の 内 容 と 計 画 

上記（1）については，研究対象地として、中央構造線と糸魚川−静岡構造線に

挟まれた四万十付加体堆積岩地帯である、静岡県大井川水系上流部の筑波大学井川

演習林を設定する。演習林周辺には地震によって発生した大谷崩や赤崩などの国内

屈指の深層崩壊が多数分布し、現在は主に降雨により拡大崩壊が進行している。対

象斜面は、深層崩壊の素因となる山地の尾根付近における線状凹地や平坦地が発達

し、末端部は河川と接続する。本研究は，具体的には下記の①～③の項目について

現地観測に基づいて検討する。 
①土砂生産−堆積−流送を統合した土砂収支 

地震や降水を誘引とした崩壊裸地斜面から生産される沖積錐の土砂量、また斜面

と接する河川によって運搬される土砂の再堆積をドローンにより多時期に渡って

空撮し、地形モデル化をおこない時系列の差分解析により、土砂量の時空間変化を

計測する。多視点ステレオ測量を経時的におこなうため、地上基準点を新たに設置

し RTK 測量をおこなう。本対象地では既に雨雪量をはじめとした気象観測や予備

的なドローンによる地形測量をおこなっている。加えて、申請者は演習林駐在であ

ることから台風などのイベントごとに現地観測ができるため、確実な調査の遂行が

期待できる。 
②微動・比抵抗・地質踏査によるすべり面への水供給過程 

崩壊予備域の線状凹地における S 波速度構造を理解するため、4 台の地震計を用



いて微動アレー探査の適用を試みる。線状凹地内の重力変形を受けている地層とそ

の下位層の間では密度や強度などの物性が異なり、速度コントラストがあることが

見込まれる。得られた速度データを解析し、分散曲線を描き弾性波速度の鉛直プロ

ファイルを得る。また、予備調査において地盤浅層では表面波を構成する高周波成

分の減衰が著しかったため、微動探査で波の検出が不十分であった場合には、掛矢

を用いて振動を励起し表面波を捉える。 
線状凹地内の 2 次元的な土壌水分の縦断面分布を明らかにするため、電気比抵

抗探査をおこなう。また、重力変形斜面の周辺の露頭にて詳細な地質調査をおこな

い、崩壊の素因となる地質構造を推定する。最終的に微動探査による速度構造と比

抵抗分布、地質構造を総合的に比較することにより、すべり面への水供給経路を明

らかにする。 
③崩壊のタイミングや河川流量の推定 

斜面変動の発生タイミングを明らかにするため、地表伸縮計およびインターバ

ルカメラを設置するとともに、崩壊予備域に高精度傾斜計を鉛直方向に複数深度埋

設する。また、崩壊のトリガーとなる、地中への水分浸透過程を明らかにするため、

土壌水分計を 20,40,80 cm の深さに埋設する。また、土砂運搬に関わる流量の観測

を行うために、治山堰堤に水位計の設置をおこなう。なお、堰堤の管理を行ってい

る関東森林管理局には既に計器設置の内諾を得ている。 
 
上記（2）については，長野県菅平高原の菅平湿原とその周囲に広がる高原野菜

農作地を対象とする。この地域では，雨天時に高原野菜のマルチングの押さえとす

る農土が畝間を伝って湿原に流れ込み，多いところでは 5cm/年の速度で堆積し，

その堆積深は 1m を越す。土砂堆積によって河床が上がっているため、大雨時に周

辺道路、農地、運動グラウンドへの冠水被害が出ている。 
当該地域では，伝統的な土砂流出防止策として「クロ」と呼ばれる、畑の周囲

に数十 cm の盛り土をして草を生やす方法がかつて用いられていたが、近年では耕

地面積を稼ぐために用いられることがほとんどなくなっている。また、別の対策と

して小規模沈砂池を畑下方に置く方法も有用と考えられる。これらの土砂流出防止

策の効果を原位置観測に基づき定量的な評価を行う。 

期 待 さ れ る 成 果 

崩壊地や農耕地などの土砂供給源から流出した土砂は、場の種々の要因によっ

て支配され，それぞれ系内に一旦滞留するものと系外へ流出する土砂がある。本研

究によって得られる場の条件と土砂量の時空間変化の相互作用に関する研究成果

は、土砂災害発生場の特定、ダム堆砂量の予測、効果的な対策工の立案・設計に寄

与すると期待される。 
関連課題での大型

研究費申請の可能

性 の 有 無 

有：科研費 
 

研 究 経 費 の 内 訳 

データロガー（Campbell sci. CR800）@25 万円×1 台＝25万円 

水位計@10 万円×3 台＝30 万円 

濁度計@6 万円×1 台＝6 万円 

旅費 19 万円 

（合計 80 万円） 

外部資金獲得状況

（ 過 去 ５ 年 間 ） 
＊ 代 表 者 の み 

1. 科研費基盤 B（代表，R1~4）「地形発達学的手法と種々のセンシング技術を

応用した深層崩壊発生危険度評価手法の開発」 
2. 科研費基盤 A（分担，R2~6）「高精度土砂災害予測のための山体地下水を考

慮した水文モデルの開発と展開手法の構築」 
3. 河川砂防技術研究開発（分担，R1~3）「降雨の既往最大値超過を基軸とした

革新的な警戒避難情報提供技術の開発」 
4. 科研費基盤 B（分担，R2~4）「気候変動により増大する災害リスク定量化の

ための洪水・土砂流出量予測手法の提案」 
5. 京大防災研一般共同研究（分担，R2~3）「拡大崩壊地から蛇行河川を通じた



土砂移動ダイナミクス」 
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